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高大連携が生む
新しい教育のかたち

学長　大瀧　純一

わが国では少子高齢化が進み、未来を導き支える人材の養成が求められる中、学校教育において様々な
改革が行われております。具体的には 2018 年度から小学校で英語が教科になるなど、教育の内容が大き
く変わり、教育改革が進められています。語学を重視した教育が一つの流れとなっていると言えます。

こうした中、杏林大学では、2012 年度には外国語学部を中心とする文部科学省の「グローバル人材育
成推進事業」に採択され、教育のグローバル化を目指していましたが、2014 年度文部科学省の「大学教
育再生加速プログラム」にも採択されました。テーマは「日英中トライリンガル育成のための高大接続」
です。 年度を経るにしたがい、取り組み中心学部である外国語学部のみならず総合政策学部にも取り組
みが波及し、高校生に対する大学レベルの教育の提供が行われております。

一方、高校側との連絡を密にするため、高大接続ラウンドテーブルの定期的な開催を行い、意見交換の
場を設定し、きめ細かな対応をしております。それらの連携体制の結果、参加高校も増加し今日に至って
おります。高校生がしっかりとした目的意識を持って大学に入学でき、入学後の学習がスムーズに行える
ように教育目的や教育方法の開発と、しっかりとした学習成果の評価を行える仕組みを、高校の先生と共
に進めて行っております。

地域貢献の重要性とグローバル化がともに進む経済社会の中、これからの人材養成について、教育関係
者のみならず皆様方のご指導ご助言を賜りますようお願い申し上げます。

Ⅰ．ごあいさつ
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より充実した大学生活を
可能にする高大接続

高大接続推進室長　稲垣　大輔

平成 26 年度大学教育再生加速プログラム（AP）テーマⅢ：高大接続として採択された事業は、「日英
中トライリンガル育成のための高大接続」です。一昨年度は中間評価を受審し、「Ａ」評価をいただきま
した。

本事業は、グローバル人材育成に積極的に取り組んでいる高等学校との高大連携・高大接続を主眼とし
て、より効率的かつ効果的にグローバル人材育成を加速させることを目的としています。採択後、毎年、
日英中トライリンガルキャンプという宿泊型学修機会を提供し、留学経験者や海外からの留学生を中心と
する本学学部生と、グローバル人材になることを目指す高校生の皆さんに、学年や学校の枠を超えて交流
し、英語・中国語・日本語の重要性を実体験してもらっています。

昨年度は、井の頭キャンパスにある保健学部、総合政策学部、外国語学部の 3 学部が、夏季休業期間に
4 科目の高校生対象の大学教養レベル「グローバル関連科目」を開講しました。10 月の大学祭時には、高
大接続した形での英語・中国語プレゼンテーションコンテストを実施しています。ライティングセンター
では、特任講師の指導のもと、学部 3・4 年生の上級生がピアチューターとして下級生や高校生の語学力
向上のための学修支援に取り組んでいます。高校生対象のライティングセミナーも実施し、高校生の自己
表現能力の向上に一役買っています。一方、教職員も、グローバル人材育成に積極的に取り組んでいる高
等学校関係者と、互いの教育目標や教育内容・方法についての相互理解を図るため、杏林 AP ラウンドテー
ブルと呼ぶ意見交換会を継続開催し、13 回を数えます。

一昨年度、高校生が大学の開講科目を履修し、大学入学後に大学の卒業に必要な単位として認定するア
ドバンスト・プレイスメントを開始し、昨年度は夏季集中科目として保健学部・総合政策学部・外国語学
部で科目を追加開講しました。桜美林大学、共愛学園前橋国際大学、創価大学の 3 大学とも単位互換協定
を締結し、より多くの大学で高校時に杏林大学で修得した単位を認めてもらえるよう制度普及を図ってい
ます。

アドバンスト・プレイスメントにより本学で単位を取得した高校生が大学に入学し、入学後、卒業に必
要な単位として認定されました。より多くの高校生の皆さんが、このアドバンスト・プレイスメントとい
う制度を用いて、大学入学後に留学にチャレンジしたり、主体的に学びの質を向上させ、より充実した大
学生活を送っていただきたいと願っています。

本事業に対し、引続き皆様のご理解とご支援を賜りますようお願い申し上げます。
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Ⅱ．事業概要・計画

本事業は、平成 24 年度に文科省補助事業のグローバル人材育成事業に採択されたことを受け、その成果を
高大接続にも波及させることを目的としている。

4 つの柱として、①アドバンストプレイスメント制度の導入、②ルーブリックの開発と入試での使用、③高
校生と大学生が共に学ぶ多彩な学修イベントの開催、④英語のライティング力の向上のためのライティングセ
ンターの設置と運営である。

高校側と定期的に意見交換する「杏林 AP ラウンドテーブル」を開催して、高校側の要望を取り入れている。

学内的には、学長、4 学部長等が委員となっている杏林 AP 推進委員会および実務と事業の実質的運営を取
り仕切る高大接続推進室（高大接続推進委員会を開催）で、事業の方針、運営、成果の検証などを行い、事業
をより良く推進している。

こうした事業の柱となる事業項目の概要を以下のようにイラストとしてまとめた。
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